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ごみの学校のビジョン・ミッション

Vision

ごみを通してわくわくする
社会をつくろう！

Mission

「ごみ」の可能性を信じ、
社会の仕組みを変えていく。



どうやってこれまでの社会・経済の仕組みを変えていくか？

インフラ・設備・制度

ビジネスモデル・技術開発・モノづくり

①ごみに対するこれまでの
当たり前を変化させる

自治体が変われば
まちの政策が変わる

企業が変われば
モノやサービスが変わる

市民が変われば
文化が変わる

価値観・慣習・考え方

②正しい情報の活用
既存の仕組みの理解



企業との連携

企業と連携し、資源循環に関するPR・イベントなどを企画

スターバックスジャパン
タンブラー利用の推進

Patagonia
服の修理・長期利用への推進

従業員/パートナーへ
勉強会・ワークショップの実施

展示企画サポートと
イベント資源のアップサイクル

イベントへの共同出店

全社向けの勉強会開催



実証実験事例について

資源循環推進プログラム

消臭元リサイクルプロジェクト

ごみに関する新しいあり方を探る実証を進める



カードゲーム事業について

リサイクルマスター サーキュラーコミュニティ

ファシリテーター認定

企業コラボ イベント・PR

ファシリテーター認定

企業内研修

ToC・ToBどちらの意識も変えていけるコンテンツを制作



ごみと資源の問題は

どうなっているのか？
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日本のごみ／資源の問題

まだ食べられる食品が

年間600万t廃棄されている

日本人は年間約33億着の
服を廃棄している

世界では年間約800万tの
プラスチックが海洋に流れ

日本沿岸部も汚れてしまっている

将来太陽光パネルが

年間約1400万枚廃棄される予測



世界のごみ／資源の問題（世界）

レアメタルをめぐった
紛争（コンゴ）

プラスチックで
覆われた川（インド）

古着で埋め尽くされた
砂漠（チリ）

レアメタルをめぐった
紛争問題（コンゴ）

不適切な処理方法による
火災（タイ）
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世界が抱える課題

②資源の枯渇①世界人口の増大

近い将来資源の奪い合いになることは確実
今ある地上にある「資源」の活用の重要性が増していく。

総務省「生活資源を取り巻く社会情勢」https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h25/html/nc122210.html
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資源の確保に向けた国際的な動き

Abeamconsulting[製造業におけるサーキュラーエコノミーの現状と推進における課題]
https://www.abeam.com/eu/ja/topics/insights/circular_economy



©2024 ごみの学校 Inc.  All right reserved.

日本の地域が抱える課題課題（地域）

①焼却炉のコスト ➂地域経済の停滞②埋立処理施設の限界

地方の人口が減っていく中で、地域の仕組みをどう変えるか？
がこれから先の日本にとって重要な問題となっている。

日本の焼却炉は１０００基以上
それを地方の自治体ごとに運営している

地方自治体が所有する埋立処理施設の
平均残余年数は10年以下

多くの生産が海外へ移管され、
地方の経済が衰退していっている
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解決に向けた新しい経済の考え方

新しい資源の投入量を最小限に抑えることを前提に
資源を循環させていく仕組みをつくること

これからの新しい
経済・社会活動の在り方
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リニアエコノミー

「大量生産・大量消費」の中で
「自治体・廃棄物処理業」が

「ごみをどうやって効率よく捨てるか？」
を考える「廃棄物処理の仕組み」

焼却処分場（自治体） 埋立処分場 焼却炉（学校）
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リサイクリングエコノミー

ごみの分別 リサイクルの推進 リサイクルマーク

「大量生産・大量消費」で
「自治体・廃棄物処理業・一部メーカー」が

「ごみによる環境負荷を抑えるのにはどうするか？」
を考える「廃棄物処理の仕組み」
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サーキュラーエコノミー

「資源が限られている中」で
「全事業者・自治体・市民」が

「最小限の資源で最大限の価値を生むには？」

を考える「社会・経済の仕組み」

モノのシェア モノのサービス化モノの水平リサイクル
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リサイクリングエコノミーとサーキュラーエコノミーの違い

リサイクリングエコノミー サーキュラーエコノミー

主体 廃棄物処理会社・自治体・一部メーカー 全事業者・市民・自治体

目的 廃棄物処理の環境負荷を最小限にすること 資源から得られる価値を最大化すること

考え方 「廃棄物処理」の課題解決 「経済・社会システム」の変革

企業にとって 取り組まないと叩かれる（CSR的）
取り組まないと存続が危うい（リスク）

取り組むことで新たな事業機会となる（チャンス）
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これから地域・組織はどうすればいいんだろう？

「サーキュラーエコノミー」はこれから確実におこる変化
すべての企業・国・市民がかかわってくる

これからの社会・経済の在り方

これから起きてくる変化の中でどう対応するのか、
備えていくことが企業、地域にとって非常に重要



サーキュラーエコノミーを実現させていくには？
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サーキュラーエコノミーの実現に向けた３つの壁

①課題への理解不足 ②自社のスキルの限界 ③環境変化についていけない

見えている課題

解決に必要な原因

①課題への理解を深める ②新しい共創関係の構築 ③変化の予測と対応
解
決
策

課
題
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CircularComminityとは？

世界が「サーキュラーエコノミー」
へ変化していく中で、

企業・自治体がどのように対応していくか？
体験できるカードゲーム
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登場するカード

プレイヤーカード スキルカード

課題カード お金
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カードゲームの特徴①（多様な課題と事業）

色々な業種・市民・自治体が抱える資源循環に関する課題が
１００種類登場し、それらを解決する構造となっている。

①課題への理解を深める
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カードゲームの特徴②（12種類の業種）

IT業界 小売業

食品製造プラスチック製造

機械製造

教育・研究

アパレル産業

物流業

行政
（環境）

建設業

廃棄物処理業 行政
（まちづくり）

②新しい共創関係をつくる

多様な業種がそれぞれ固有のスキルをもっており、そのスキルを活用しながら、
ゲームを進めていき、共創関係をつくりながら事業を実現させていく。
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カードゲームの特徴③（イベントへの対応）

③変化の予測と対応

ゲーム内ではいろいろなイベントが発生し、事業者にとっての
リスクにもなったり、チャンスにもなったりする。
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ケース①：AGC‐長野県諏訪市開催

AGC社員・諏訪市役所・ガラス職人・廃棄物処理業・ガラス施工会社など

ガラスをテーマに多くの事業者が参加し、ガラスの新しい循環を考えるきっかけをつくった。
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ケース①：N高‐新規事業開発ワークショップ

高校生が自分たちの身近な環境課題に対して
新しい事業を考えるためのワークショップとして実施。
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今後の展開：サーキュラーリーダーの展開

このゲームを活用し、地域・業界・組織内でサーキュラーコミュニケーションを
行っていく仲間を増やしていくことを検討中

リーダー同士がつながり、連携していくことで
サーキュラーエコノミー実現が加速していく

育成プログラムの開催
2025年1月頃～
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お知らせ：11月25日18：00～@新都心ビジネス交流プラザ
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